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　今年も師走の時期を迎えて世の中が慌しくなってきました。各地のお宿も年末年始の
書入れ時を控え、おもてなしにも力が入ります。今年最後のおもてなし通信は、宮城県
内の作並温泉、日本三景松島、蔵王・遠刈田温泉などに４つの個性的なお宿を運営する
一の坊グループを訪ねました。
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震災から間もなく４年が経ちます。当時、宮城県内の観光のダメージがいかに大きかっ
たか、それは想像を絶するものだったに違いありません。入社２年目の小山さんの言
葉、高橋部長の気づきの中に、前へ進むための強い思いと意志のようなものを感じた
のは偶然なのでしょうか。これからの同グループの成長が期待されます。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2014年12月1日発行））

松島一の坊でフロント業務に携わる小山詩織
さんは、入社２年目で中級に合格しました。と
にかくテキストを繰り返し読み、不明な点は先
輩に聞くように心がけ、普段のリアルな現場そ
のものが学習の場でもあったといいます。

と、まさにおもてなし検定と現場が密接に関係
していることがよく理解できるケースです。小
山さん自身、おもてなし検定を通じて、様々な
スタッフとの関係性が深まったといいます。

仙台市内の本社で人事部長の職にある高橋
秀臣さんは、同グループの人材育成の中心
的な役割にあります。ご自身も受験経験を
持っています。

と力強
くお話をされました。

確かな基礎の上に培われる個性の大切さが、
モチベーションアップに繋がっている好例です。

―――小山さんにとっての〝おもてなし〟とはなんですか？


